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帰結を見つけると､すぐそれを無視 しなければならないもののリス トにのせて､ ･･｣
また爆発 してしまった｡
















































































































きである｡A(P)- すなわち述語 p(x)を含む論理式- が定理であるとき､上記の文
も定理になる｡
この推論規則は､次のことを意味する｡論理式¢で表現できるような性質や関係を満





isblocka∧ isblockb∧ isblockc (2)
すなわち､aもbもCもブロックであると主張されている｡この isblockという述語の
サーカムスクリブションは､定義によって次のように書き表すことができる｡
◎(a)∧◎(b)∧¢(C)< ∀x(◎(x)⊃ isblockx)⊃∀x(isblockx⊃ ◎(x))(3)
ここで､
◎(x)≡ (x-aV x-bV x-C)
とおけば､サーカムスクリブシヨンの図式 (3)の前件は当然真になるから､














定理 :公理系 Aの中の述語 Pについての任意のサーカムスクリブションは､Pについ
ての任意の極小モデルにおいて真である｡
証明 :M を Pについての Aの極小モデルとする｡P′を (1)の前件の◎の代わりのも




























定義 :論理式 A(P)が pに関して孤立しているということは､それが次のような形を
とっている場合である｡
N(P)∧ (U≦P) (6)
























































































































































































































言 うまでもなく､この行為を生 じさせる状況には､やは り身体的条件 とい うことが重要
なモメン トとして含まれる｡Alを備え､閉じた実験室ではなく開いた現実の世界で行為
するロボ ッ トをつ くるにおいても､諸科学 と手を携えて､身体性の理解を深めなければ
ならない｡
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